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１．はじめに
　髙橋（2011）で、スペイン語圏における 3 系列の待遇人称代名詞
（pronombres de tratamiento）（PT と略す）を論じたときに、問題点とし
て残した課題が二つあった。一つは、“ インフォーマルな usted” の問題、







１）待遇人称代名詞は 4 種類ある：tú, usted, vos1 , sumercé2 
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tú, usted, vos の三つの使用が認められる。ただし、やはり tú, usted が最
も一般的であり、vos の使用は少なく、しかも男性のみに限定されるとい
う特徴がある。
　以下、もっとも使用頻度の高い tú と usted に注目してボゴタのスペ
イン語の特徴を検討する。資料体としてテレビドラマ “Yo soy Betty, la 
fea ”（特に 1 章から 21 章）を使用する。従って、正確にいうと “Yo soy 
Betty, la fea ”の世界におけるtúとustedの使用の考察、ということになる。
Colombia のほかに、Santo Domingo, México, Chile などにみられる。(Placencia, 
2010, p. 345, 注  Mauro Fernández, p.8)
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３．“Yo soy Betty, la fea ” について
　1999 ～ 2001 にかけて放送されたコロンビアの首都ボゴタを舞台とする
人気テレビドラマである。180 ヵ国以上で放送され、コロンビアでは社会
現象ともなった。主人公の Betty は Ecomoda というファッション企業に
勤めている。魅力的とはとうてい言い難い Betty が、その知性と人間性に





























　庶民階層に属する人々はほぼ常に usted を用いている。Betty は両親
とも、非常に親しい異性の友人 Nicolás とも常に usted で話している。会
社の同僚たちとも usted で呼び合っている。当然上司にも usted を使う。
Betty が tú を使うのは、上流階級に属する Armando と結婚してからであ
る。結婚して初めて Betty は Armando を tú で扱っている。
　Betty の両親もお互いを usted で呼び合っている。夫婦が usted で呼び
合うのは、Betty の両親に限らない。他の社員も夫とは usted で呼び合っ
ている。また、Betty の両親は、Betty に対しても、Betty の隣人で Betty
とは兄妹のような付き合いをしている Nicolás に対しても usted で話して
いる 3。




女性社員たちと話すときはほぼ tú である。ただし、Betty と話すときは
usted になる等、揺れがみられる。また、Aura María という子持ちで未
婚の受付嬢がいる。彼女は自分の魅力を駆使して、7 歳の一人息子のため
に経済力のある男を手に入れようと奮闘している。その候補者の一人に対
3　 庶民階級が常に usted しか使わない、ということではない。Nicolás は同じ地区に
住む同年代の若い男性には usted を使うが、女性には tú を使う例がある。また、




して tú を使っている。また、同僚の Freddy に対しても tú を使うことが
ある。それ以外の従業員たちとは常に usted で話す。
　一方、上層に属する人々は、usted と tú を使い分けている。Tú を
使うのは、同じ階層に属している者同士に限られる。階層が違う（つまり
階層が下の）者に対しては usted を用いる。上層階級に属する人にとって、
tú は solidaridad, intimidad, confianza の象徴であると言える。
　 例 え ば、Armando の 恋 人 で あ り、Ecomoda 創 立 者 の 娘 で も あ る
Marcela の場合。彼女は、Armando, Daniel, Marcela, Mario, Hugo に対し
て一貫して tú、社員に対しては一貫して usted を使い、揺れることがない。
　もう一人、Betty の相手役である Armando を例にとる。彼も上層階級
に属し、tú と usted を使い分けている。tú を使うのは、父と母、親族、
婚約者の Marcela、仕事仲間である経営者等に対してである。仕事柄、フ
ァションモデルとも付き合いが多いが、彼女らに対しても tú を使って
いる。ライバルで互いに反感を感じている Daniel とも tú を使っている。
Armando が usted を使うのは、まず自分とは異なる階層に属するすべて
の人々（Ecomoda の社員、等）である。ただし、婚約者 Marcela の友人
である Patricia に対しては tú を使い、彼女がたまたま秘書として働いて
いるが自分たちと同じ階層に属していることを認めている。
　Armando には親友ともいえる同僚（Mario）がいて、互いに hermano, 
viejo, compadre, mi hijo、等と呼び交わす仲である。しかし、Armando は
Mario をほぼ首尾一貫して usted で遇している。これが「インフォーマル
な usted」と呼ばれる用法であり、髙橋（2011）で疑問点として残した問
題である。これについては後で再び取り上げる。
　 二 つ の 階 層 間 の 微 妙 な 立 場 に お か れ て い る の が 秘 書 の Patricia 







の Armando に対しても、前社長の Eduardo に対しても tú を使い、社員
たちに対しては usted を使っている。そして社員たちからは当然自分が
usted で扱われるものと期待している。ところが、しゃれ者の Freddy が
彼女に対して tú を使って話しかける。
　＜例１＞　Capítulo 8
　　Freddy：Mira, te llegó esta correspondencia.　　　
　　Patricia：¿Te llegó esta correspondencia? 　　 
　　Freddy：Tú no eres Patricia Fernández?  　　
　　Patricia：¿Qué tal el confianzudo ese tuteándome? 
　　Freddy：ほら、君に郵便が届いたよ。
　　Patricia：君に郵便が届いたですって？
　　Freddy：君は Patricia Fernández じゃないの？





ふからも tú が confianza（信頼）の象徴だということが分かる。
　社会階層による tuteo, ustedeo の違いに関しては、他の文献でも指摘さ
れている。例えば、Mestes de Caro（2010）に以下のような指摘がある。
　(...) el tuteo en Bogotá es asociado a las clases sociales acomodadas, 
mientras que el tratamiento de usted se relaciona con las esferas sociales 
populares (...)（p.25）






　Tú と usted を使い分けるのは、社会的階層が上流の場合なので、ほぼ
usted しか使わない庶民階層はここでは考察の対象にならない。以下のコ
メントはすべて、Armando, Daniel, Marcela, Patricia 等、裕福な階層に属
する人たちに関するものである。
　性別による相違は社会階層による違いほど大きくはない。一般的に、
男性よりも女性のほうが tú をよく使う傾向にある。例えば、Marcela と
Patricia は友人同士であるが、お互いに常に tú を使い、usted を使うこ
とはない。これに対して男性は非常に親しい相手（男性）に対して usted






った Armando がただ一人 usted を使っている。あたかも自分がゲイでは
ないことを主張するかのように Armando は自分に tú で話しかけてくる
ゲイたちにあくまでも usted で対応するのである。
　女性の方が男性よりも tú を使う一例として、Patricia と Daniel が挙げ
られる。Patricia は友人 Marcela の兄である Daniel に対して初対面の時
から tú を使っている。これに対して Daniel は一貫して Patricia を usted
で呼んでいる。Patricia が Daniel を usted で扱うようになるのは、Daniel
の気をひこうとして冷たくあしらわれてからである。
　また、Patricia が財務担当の Gustavo Olarte に対して共感を示そうとし
て、今まで使っていた usted から tú に変える場面がある。（例２）ただし、
Olarte は Patricia から tú で扱われても、それまでと変わらずこれ以降も
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Patricia を usted で呼び続けている。
　＜例２＞　Capítulo 11
　　¿Es que usted pierde las peleas tan fácilmente? (...) 
　　Dime una cosa Gus. ¿Te puedo decir Gus?, Gustavo.
　　じゃ、あなたはそんなに簡単に負けを認めるんですか？　
　　あのねえ、Gus。Gus って呼んでもいいでしょ、Gustavo.
４－３．インフォーマルな usted（ustedeo de confianza, ustedeo de intimidad）
　男性の主人公 Armando と彼の親友 Mario は上層の階級に属し、同じ
階層の親しい相手には tú、階層が異なったり、距離感がある相手には
usted、というように人称代名詞を使い分けている。ところが、Armando
と Mario 相互の間では、ほとんど常に usted を使って話している。この
ように、上層階級の男性において 4 非常に親しい同性に対して usted を使
うことがある。ただし、ドラマの最初のころ、特に Mario は Armando を




有の言語現象であると言える。例３は Armando と Mario が最初に話すシ
ーンにおける Armando のせりふである。
　＜例３＞ Capítulo 1
　　No se ría, no se ría, Voy a ser presidente de Ecomoda no puedo 
pasar toda mi vida bobeando como usted. 






　また、Aura María の恋人 Leonardo も友人の Rafael とお互い usted を




　　Leonardo： Hermano, no me haga eso.(...) Invito todo lo que quiera 
esta noche.
　　　　Rafal： Bueno, pero me tiene que pagar hasta la cuenta del hotel, 
los pasajes y todo... 
　　Leonardo： 兄弟、それはないよ。 (……)  今夜はなんでも全部俺が持
つからさ。
　　　　Rafal：じゃ、ホテル代も、旅費なんかも払うことになるぜ。
　Bartens（2004）5 も Uber（1985）6 もこの用法は男性に特有の用法であ
るという点では一致している。また、同年代で同じ社会階層に属するもの
に対して使う、ことも指摘している。Mauro Fernández によると、この
“ インフォーマルな usted” はホンジュラス、ニカラグア、コスタリカ、ベ
5　Uber は、「男性は、距離感のある usted から、tú を通って、信頼の usted に移行する。
 　 男性は同年代で同じ社会階層に属するものに対しては信頼を表すために usted を
使う傾向にある。一方、女性に対しては tú を使う。また、女性が usted を使うの
は距離感を表す ustedeo にほぼ限定される」と指摘している。











に、Patricia は最初 Daniel を tú で扱っていたが、Daniel に侮辱されてか
ら usted に切り替え、その後、ほぼ一貫して Daniel を usted で呼んでい
る（例５）。これは、Patricia が Daniel との距離感を修正した結果である。
このような場合は「代名詞の交代」として扱わない。
　＜例５＞ Capítulo 12
　　Ay, Daniel, disculpa la demora. (...)
　　No cree que es mejor que diga que me largue, y punto.
　　あら、Daniel、遅れてごめんなさい。
　　むしろ、わたしに帰れって言ったほうがいいんじゃないのかしら。
　例５のように、tú から usted への交代は比較的珍しいが、usted から tú
への交代は人間関係が親しくなるにつれて起こるごく一般的な変化であ






揺れや交代が現れる。チリの場合には、「愛情の表出 ustedeo de cariño」「憤
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り ustedeo de enojo」といった比較的はっきりとした感情の変化によって
tú から usted への交代が現れたが、このテレビドラマでは、はっきりと
した感情の変化が見られないにもかかわらず PT の交代が起こり、それも、





　　Freddy ： (1) Te puedo servir en algo? 
　　Freddy ：  (2) A ver, mire, le recuerdo que en esta empresa me 
tienen roduntamente prohibido hacerle diligencias a la 
gente diferente al presidente y a los vicepredidentes.
　　Patricia ： (3) Hágame el favor, ¿sí?






　（１）ではいつもの通り Patricia に対して tú で話しかけた Freddy だが、
彼女から軽く扱われたことに憤慨して、（２）では usted に変化している。
Patricia が態度を改めたことで、また（３）で tú に戻っている。




Patricia を送っていくのをみて、今度はねこなで声で Freddy に自分を家
に送ってくれないかと頼む場面である（２）。＜例６＞とは異なり、tú か
ら usted への変化であるが、Aura María は Freddy に対して usted で話
すことが多いので、従来の PT 使用に戻ったと考えられる。
　＜例７＞ Capítulo 8
　　(1) Cariño, yo ya te he dicho, el día que te asciendan y tengas carro y 
ganes más  hablamos. (...)




　このように社員のなかで Aura María だけが Freddy に対して例外的に
tú を使うことがある。これは、Freddy が女子社員に対して日常的に tú 
を使っていることと関係していると思われる。
　次の例はデザイナーの Hugo が販売部長の Mario から服の品質を落とす
よう言われて、憤慨している場面である。Hugoの精神状態は不安定になり、
声も震えて、tú(1) → usted(2) → tú(3) → usted(4) と PT が変化している。
　＜例８＞ Capítulo 4
　　(1) Ay, Mario, Yo creo que tú no has entendido lo que hago. Mira, (...)
　　(2) Ay , sabe qué, Mario, mire. Despídame, despídame porque yo la 
verdad no le sirvo. (...)  











ある。Mario が Armando と話す場面で、最初は tú で話が始まったのが
（１）、いつのまにか usted に代わり（２）、tú に代わり（３）、また usted
に代わっている（４）。特に Mario は Armando と話す時、非常にしばし
ば PT を交代させている。この usted は ”usted de confianza” である。
　＜例９＞ Capítulo  2
　　(1) Fue absolutamente ridículo e innecesario lo que hiciste. (...) 
　　(2) Pero viejo, lo que más me escalofría es... ¿por qué contrató y 
defendió a una fea? 　
　　(3) Mírame a los ojos. Ven acá. (...)
　　(4) No, viejo. ¿qué le pasa a usted? Viejo, usted está girando la 










　Mario がなぜ tú から usted に移行したのかはよく分からない。しかし、
ここで ”viejo” という呼びかけ語が 2 回使われていることに注目したい。”
viejo” で呼びかけた後で、tú から usted に変化しているからである。ただ
しすべてにこのようなキューがあるわけではない。特徴的なキューもなく、
特徴的な感情の変化もないままに PT の変化が起こることがよくある。
　次の例は、Ragtela という繊維関係の会社の専務が Betty を買収しよう
として、レストランに誘う場面である。Miguel は本来ならば Betty とは
usted で呼び合うような仲なのだが、ことさらに親近感を演出しようとし
て tú で話しかける (1)。しかし、一瞬、usted に戻り (2)、また tú になり
(3)、再度 usted に戻り (4)、そのまま最後まで usted で会話が進んでいく。
　＜例 10 ＞ Capítulo 21
　　(1) Permíteme cambiar tu pedido. (...)
　　(2) Y como usted vio , Ragtela no solo tiene la representación en esa 
línea de telas y paño, sino en todo tipo de insumo. (...)
　　(3) ¿Qué te parecieron nuestros productos? (...)
　　(4) Bueno, es ahí donde me gustaría contar con su colaboración.
　　（１）注文を変更してもいいかな？ (……)　





も起こるし、例 11 のように、単一の会話の中でも起こりうる。これは 
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Mestes de Caro（2010）が指摘している通りである。例 11 はメッセンジャー 
の Freddy と受付嬢の Aura María の会話の中で起きた PT の交代である。
Freddy は Aura María に対して、usted で会話を始め（１）、tú に変わり
（２）、また usted に戻っている（３）。そして（２）から（３）への変化
は Freddy の単一の会話の中で起こっている。
　＜例 11 ＞ Capítulo 12
　　(1) Entonces qué, la regañaron por llegar a las siete a su casa. (...)
　　(2) Si hubieras amanecido conmigo (...), (3) y después sí la habría 





　お互いを同じ待遇代名詞で呼び合うのか、一方が tú、他方が usted で
呼ぶのか、という問題である。このテレビドラマの世界では上下関係に
由来する非対称の待遇代名詞は存在しない 7。同じ社会階層同士ならば、
互いに相手を tú ないしは usted で呼び合い、違う階層であれば、互いを
usted で呼び合う。Brown & Gilman（1960）のいう power の関係を人称
代名詞で表すことはない。敬意を表すのは待遇代名詞ではなく待遇表現で
ある。例えば、部下は上司を señor, señora, doctor, doctora と呼ぶ。名前
7　 上下関係に由来しない非対称の PT ならば存在する。例２の Patricia(tú) と
Olarte(usted)、例５の Patricia(tú) と Daniel(usted) の PT 使用がその一例である。
また、物語の後半で、Ecomoda の経理部長となった Nicolás と Patricia も非対
称の PT を使う。この場合は Nicolás が親近感を示すために tú を使い、それを








　あくまでも上流階層気取りの Patricia は同僚の Bertha に名前で呼ばれ
たことに憤慨してこういう。
　＜例 12 ＞ Capítulo 16
　　Bertha Patricia, ya llegaron los meseros. 
  　（Patricia、ウェイターさんたちが来たよ）
　　Patrica    Doña Patricia, no?　　
  　（DoñaPatricia って言うべきでしょ？）
　また、上の立場の者が上下関係を強調したいときには、相手が自分より
明らかに年上であっても、nena と呼ぶことがある。これも Patricia が同
僚の Sofía に対して言ったせりふである。ただし、待遇代名詞はあくまで
も usted である。
　＜例 13 ＞ Capítulo 14






大きな収穫であった。第一の “ インフォーマルな usted” に関する疑問は、
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Armando と Mario という親密な男性二人の間で用いられる代名詞として
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